
　今号は広報ひかた平成４年５月
号を紹介します。表紙では、西小
（現在の古城小）の１年生が、交通
安全教室で横断歩道を渡る練習を
している様子を紹介しています。
古城小の子どもたちは、交通事故
などから身を守るため、現在もヘ
ルメットを着用して通学してい
ます。特集記事は、萬歳町営住宅
と農産物処理加工センターの完成
を報じています。加工センターは、
みそ作りや米の製粉などができる
施設で、たくさんの市民に利用さ
れています。

平成４年の主な出来事
●宇宙飛行士・毛利衛

まもる

さんが
宇宙へ出発
●東海道新幹線「のぞみ」が運
転開始

　このコーナーでは過去の広報を紹介し、その時代を振り返ります。

広報で振り返る広報で振り返る

あの日あのときのああささひひ
第８回

1992年（平成４年）５月号

特集記事

旭市教育委員会

学びのひろば学びのひろば旭旭 vol.116 教育総務課（☎85-8617）
生涯学習課（☎85-8627）
体育振興課（☎64-1132）

Ｔ教育推進委員会を開催します。
３　豊かな人間性や道徳心をもった思いやりのある子ども
推進する主な内容
◦共生社会の実現に向けた取り組み
◦体験活動と心の教育
主な取り組み
　道徳教育研修会の充実、情報モラル教室への指導主事の
派遣のほか、さまざまな交流活動や学校いきいきプランの
活用を推進します。
４　健やかでたくましく、活力にあふれる子ども
推進する主な内容
◦食育と健康・体力づくり
◦安全教育と安心して活動できる環境づくり
主な取り組み
　課外活動支援事業の充実、学校給食の工夫や改善、スクー
ルカウンセラーの配置と活用、安全・安心な施設や設備を
充実させるほか「子ども110番の家」への協力を依頼します。
５　地域と関わり成長する子ども
推進する主な内容
◦地域とともに歩む学校づくり
◦�各種交流活動や文化・スポーツ活動および環境に関わる
取り組み
主な取り組み
　学校開放の支援や、地域学校協働本部や学校運営協議会
の運営を支援するほか、関係機関との連携を図ります。

　「ふるさと旭に誇りをもち、社会で活躍する人を育てる」
をスローガンに、５つの「市の目指す子ども像」を重点に、
児童生徒の教育に取り組んでいます。

１　ふるさと旭に誇りをもち、社会に視野を広める子ども
推進する主な内容
◦�豊かな自然環境や歴史、文化、産業などを生かしたふる
さと教育
◦�郷土と世界に目を向け、コミュニケーション能力を養う
取り組み
主な取り組み
　各校の交流支援や、指導主事による保幼小中の訪問と支
援の実施、｢学校自慢」の推進、公共施設の案内と利用促進、
指導室だより「かけはし」の発行のほか、沖縄交流事業や茅
野市交流事業を実施します。
２　社会の変化に対応できる確かな学力と生涯にわたり　
　　自ら学ぶ姿勢を身につける子ども
推進する主な内容
◦確かな学力を育む活力ある学校づくり　
◦将来の生き方や働き方につながるキャリア教育
主な取り組み
　学校訪問の実施、研修会や就学相談の充実のほか、ＩＣ
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